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の割合は釘%、学佼で禾1」用している割合は14%である。とのデータから大人よりもパソコンなどの操作に対

してアレノレギーが少ないということが読み取れる。

2.4 固定電話

若年層では携帯電話へと移行する過渡期にあり、固定電話の必要性を感じていないという人が増力酬頃向であ

る。ただし、携帯電話から固定電話へ電話する場合は通常よりも割高であるため、価格面で固定電話へ電話す

る場合のみ、必要性を感じるという。

一方で範瑁の間では仕事場で必要不可欠という意識も存在しているのも事実である。特に企業や国の施設

など信用を重んじられる場合は必要であるといわれている。

2.5 手紙

現代のプルガリアにおいて手紙を通じてコミュニケーションをとる頻度は非常に少なくなってきている。手

紙を通じて連絡をとる相手は、昔の友達や田舎親戚程度である。一方、手紙に対して、瑚弌のノスタルジアを

覚える人もおり、ペンフレンドを持つ人もいるという。また、仕事面では乎紙を書く場合は、特に国の施設や

役所などに対する公式文書を取り扱う場合、利用頻度が高いとされている。

26 電報

2004年にブルガリアにおいて電報はサービスとしては廃止された。その背景には田舎の村でも携帯や固定電

話が普及し、電報を通じて連絡をとる必要性がなくなったということがある。一度も電報を送ったことのない

若者は電報というコミュニケーション手段に刻司、る意識が非常に薄い。したがって、この手段を使わない理由

のーつとして、時間が掛かるという人が多い。

しかし、70-80年代まで田舎まで電話は普及していなかった剛弌において、田舎に親戚や実家に急の連絡を

取りたい場合は、電報し力司車絡手段がなかった。それは今回のアンケートの中でもうかがわれ、昔、電報を通

じて田舎の親に「粘父さん、送金ください」という電報を毎回送っていたというエピソードが象徴している。
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